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落
語
の
元
祖
は
お
坊
さ
ん
だ
っ
た 

  

二
十
五
年
前
、
平
成
元
年
よ
り
春
夏
秋
冬
、
年
四
回
、
第

一
回
目
の
寄
席
を
本
郷
町
の
光
明
院
で
産
声
を
上
げ
ま
し

た
。
寄
席
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
お
寺
か
ら
笑
い
を
提
供

し
た
い
思
い
か
ら
、
文
化
活
動
や
落
語
会
を
主
催
し
て
い
た

産
婦
人
科
医
の
故
望
月
良
夫
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

先
生
と
二
人
で
寄
席
名
を
考
え
る
時
、
本
尊
様
の
五
百
年

来
の
沼
津
市
有
形
文
化
財
、
酒
糟
地
蔵
尊
か
ら
、
「
じ
ぞ
う

寄
席
」
と
す
ぐ
決
ま
り
ま
し
た
。 

最
初
は
何
も
解
ら
ず
、
ス
ッ
タ
フ
や
チ
ケ
ッ
ト
の
準
備
と

販
売
、
出
囃
子
、
落
語
家
さ
ん
の
接
待
、
司
会
者
、
会
の
運

営
方
法
な
ど
、
全
て
お
ま
か
せ
で
出
航
い
た
し
ま
し
た
。 

開
催
し
て
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
落
語

の
発
祥
は
戦
国
時
代
、
浄
土
宗
大
本
山
誓
願
寺
第
五
十
五
世

安
楽
庵
策
伝
（
あ
ん
ら
く
あ
ん
さ
く
で
ん
）
上
人
で
、
古
典

落
語
に
よ
く
登
場
す
る
お
話
の
ネ
タ
本
「
醒
酔
笑
（
せ
い
す

い
し
ょ
う
）」
を
著
し
た
お
坊
さ
ん
で
し
た
。 

私
自
身
、
大
学
で
は
、
民
族
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
学
び

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
大
変
な
驚
き
で
し
た
。
お
寺
と
の
縁
は

何
も
高
等
的
な
修
行
と
か
学
問
だ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
で

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。 

恐
ら
く
、
策
伝
上
人
は
、
抹
香
臭
く
な
く
、
笑
い
の
中
に 

 人
情
話
な
ど
を
入
れ
て
、
布
教
の
方
法
と
し
て
工
夫
し
、
話

芸
を
磨
き
、
人
気
を
博
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
せ
、
当

時
の
お
殿
様
の
お
気
に
入
り
で
、
あ
ち
こ
ち
で
、
「
落
と
し

話
」
を
懇
願
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

そ
れ
は
、
お
釈
迦
様
が
対
機
説
法
と
い
っ
て
、
相
手
に
応

じ
て
た
と
え
話
な
ど
を
い
れ
、
解
り
や
す
く
お
話
を
さ
れ
た

よ
う
に
、
近
く
は
白
隠
禅
師
が
多
く
の
絵
画
を
描
き
、
書
を

し
た
た
め
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
仏
縁
を
作

っ
た
よ
う
に
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
こ
と
に
似
て
い
ま
す
。 

落
語
の
元
祖
が
お
坊
さ
ん
で
す
か
ら
、
お
寺
で
催
し
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

百
回
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
役
員
様
や
お
聞

き
い
た
だ
く
お
客
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
百
一
回
も
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
、
じ
ぞ
う

寄
席
を
ご
愛
顧
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

市
内
よ
り
移
転
し
、
十
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
門
池
周
辺

は
技
能
五
輪
国
際
大
会
以
後
、
整
備
さ
れ
、
公
園
や
地
区
セ

ン
タ
ー
が
今
年
度
中
に
完
成
し
ま
す
。
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
の

拠
点
と
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
場
所
、
安
ら
ぎ
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
、
愛
さ
れ
る
空
間
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

た
ま
た
ま
御
縁
を
い
た
だ
い
た
こ
の
字
三
明
寺
の
地
縁

に
め
ぐ
ま
れ
、
今
後
と
も
、
「
も
う
一
度
行
き
た
く
な
る
よ

う
な
お
寺
」
を
め
ざ
し
、
ど
な
た
に
も
愛
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
精
進
致
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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新しい仏様を偲びお参りいただきました 梅花流御詠歌奉納 

新盆供養会 ７月７日  
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 【

檀
信
徒
行
事
予
定
】 

九
月 

○
伊
藤
家
法
事 

7
日 

○
伊
藤
家
法
事 

8
日 

○
印
宮
家
法
事 

○
道
了
講 
10
日 

○
大
瀧
家
法
事 
14
日 

○
風
間
家
法
事 

15
日 

○
紅
林
家
法
事 

○
地
蔵
講 

17
日 

○
見
原
家
法
事 

21
日 

○
ペ
ッ
ト
彼
岸
会 

22
日 

○
彼
岸
総
供
養
会 

23
日 

○
高
橋
家
法
事 

28
日 

○
柳
原
家
法
事 

29
日 

○
渡
部
家
法
事 

 

十
月 

○
道
了
講 

１
日 

○
塩
野
家
法
事 

11
日 

○
加
藤
家
法
事 

12
日 

○
小
野
家
法
事 

13
日 

○
鎌
田
家
法
事 

○
前
田
家
法
事 

○
地
蔵
講 

15
日 

○
村
上
家
法
事 

 

○
植
田
家
法
事 

20
日 

○
服
部
家
法
事 

28
日 

 

十
一
月  

○
道
了
講 

5
日 

○
武
藤
家
法
事 

10
日 

○
渡
辺
家
法
事 

16
日 

○
地
蔵
講 

19
日 

 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

23
日 

○
梅
花
60
年
大
会
27
日 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

九
月 

○
宗
務
所
所
会 

 

5
日 

○
宗
務
庁
梅
花
指
導
者
講
習(

松
江)

4
～
7
日
寺
族 

○
永
明
寺
授
戒
会
講
習
会 

11
日 

○
更
生
保
護
婦
人
会
バ
ザ
ー 

17
～
22
日 

○
大
泉
寺
施
食
会 

 

23
日 

十
月 

○
宗
務
所
地
方
研
修
会 

2
日
～
4
日 

○
秀
源
寺
大
般
若
会 

5
日 

○
梅
花
講
習
会 

 

10
日 

○
大
蔵
寺
晋
山
結 
  

18･

19
日 

○
梅
花
特
派
（
興
禅
寺
） 

21
日 

○
楞
厳
院
大
般
若
会 

26
日 

○
現
職
研
修
会 

 
 

 
  
 

28･

29
日 

十
一
月 

○
興
隆
寺
大
般
若
会 

5
日 

○
特
派
布
教
（
宝
持
院
） 

8
日 

○
門
池
公
園
植
樹
祭 

9
日 

○
桃
源
院
晋
山
結
制 

 
 
   

16･

17
日 

 

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

九
月 

○
土
曜
日
写
経
会 

 
 

 

6
時 

○
日
曜
日
坐
禅
会 

 
 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

 

8
日 

○
写
経
会 

 
16
日 

 

9
時
半 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

 
 

 
  
 

10･

17
日 

10
時
半 

○
リ
ー
デ
イ
ン
グ
カ
フ
ェ 

18
日 

 

19
時 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
人
形
供
養
に
つ
い
て 

今
や
ネ
ッ
ト
の
関
係
も
あ
り
、
依
頼
さ
れ
な
い
日
が
な
い

く
ら
い
多
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
。
昔
の
よ
う
に
簡
単
に

焼
却
で
き
な
く
な
っ
た
環
境
の
た
め
だ
と
お
も
い
ま
す
。 

 

□
ペ
ッ
ト
の
時
代 

ペ
ッ
ト
の
火
葬
、
納
骨
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
に
癒

し
と
や
す
ら
ぎ
を
求
め
る
人
が
多
い
こ
と
が
特
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
供
養
さ
れ
て
い
な
い
方
、
お
彼
岸
に
合
同
供

養
祭
を
行
い
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。 

 □
終
活
の
相
談 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
墓
地
を
も
と
め
ら
れ
な
い

問
題
が
現
実
化
し
て
い
ま
す
。
永
代
供
養
が
増
え
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 □
写
経
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

最
終
の
月
曜
日
予
定
で
す 

先
生
は
山
本
芙
美
子
先
生 

参
加
料
は
千
円
。 

 
 

【
編
集
後
記
】 

今
年
の
地
蔵
大
祭
は
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
天

気
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま

し
た
。
万
灯
供
養
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
行
持

は
全
て
行
い
ま
し
た
。
役
員
さ
ん
や
参
加
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

年
々
、
例
年
の
夏
よ
り
暑
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
も
の
か
。
そ
れ
と
も

私
の
年
令
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
？
（
Ｓ
） 

平
成
廿
五
年
九
月
一
日 

第
四
十
八
号 

発 

行
（
宗
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三
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ちょっとブレイク ♡ 

自宅の緑のカーテン 

フウセンカズラ 
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140 人を超える落語ファンで活況の寄席 

第
百
回
じ
ぞ
う
寄
席 

8
月
18
日 

 

前会長、青木進一郎氏の軽妙な司会 

静岡県出身 二つ目 三遊亭鳳笑さん  

じぞう寄席最多出演の三遊亭鳳楽師匠 

感謝の言葉を述べる住職 
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地
蔵
盆
大
祭 

8
月
25
日 

近隣僧侶による施食会法要 

島田市天徳寺住職、石橋晋哉老師のご法話 

ボランティアのみなさんのおかげで模擬店が賑わっています 

雨の中、35 団体参加の御輿渡御 

夏の｢千人なべ｣は 

定番のパエリア 

施餓鬼棚を前にする檀信徒の皆さん 

 

 


